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令
和
８
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
16
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
17
日
ま
で
の
２
日
間
と
決
定
し
た
。

　
町
長
か
ら
予
算
２
件
、
報
告
１
件
、
人
事
11
件
、
追
加
で
予
算

１
件
、
そ
の
他
１
件
、
議
員
か
ら
意
見
案
５
件
、
そ
の
他
１
件
が

提
出
さ
れ
た
。

　
伊
藤
議
員
１
名
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
後
、
提
出
さ
れ
た
議
案

を
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し
て
閉
会
し
た
。
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（
主
な
議
案
）

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
14
事
業

５
億
５
３
５
０
万
2
千
円
を
令
和
８

年
度
へ
繰
り
越
し
。

○
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　
「
団
体
推
薦
」

田　
井　
　
嘉　
久　
　
　

(

岩
見)

猫　
島　
　
貴　
之　
　
　

(

長
島)

　
「
地
区
推
薦
」

伊　
藤　
　
芳　
史　
　
　

(

長
島)

伊　
藤　
　
幸　
弘　
　
　

(

香
川)

大
矢
根　
　
浩　
慈　
　
　

 (

旭)

仲　
谷　
　
康　
弘　
　
　

(

九
重)

成　
田　
　
晃　
彦　
　
　

(

九
重)

十　
亀　
　
一　
男　
　
　

(

東
川)

鈴　
木　
　
弘　
和　
　
　

(

長
島)

　
「
一
般
応
募
」

能　
戸　
　
眞　
悟　
　
　

(

力
昼)

大　
川　
　
博　
文　
　
　

(

三
渓)

任
期

　

令
和
８
年
７
月
20
日
か
ら
令
和
11

年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
浄
水
場
更
新
工
事

　
　
　
　
　
　

(

機
械
設
備
更
新)

契
約
金
額　
　
１
億
１
５
９
４
万
円

地
域
の
足
腰
を
強
く

地
域
の
足
腰
を
強
く

ホ
タ
テ
養
殖
支
援
と
地
域
お
こ
し
の
新
展
開

ホ
タ
テ
養
殖
支
援
と
地
域
お
こ
し
の
新
展
開

No.144

令
和
8
年
第
2
回
定
例
会

○ 一般会計補正予算（第１号）

追加　　　　６５４９万２千円　

総額　　５５億２５８万２千円

○国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

追加　　　　　４１９万１千円

総額　　４億５１３９万９千円

○一般会計補正予算（第 2 号）

追加　　　　　４３２万９千円

総額　　５５億６９１万１千円

　　   （主な補正）
・地域おこし協力隊募集設置等業務委託料　　　　　　　   ５８３万５千円　追加
・経営発展支援事業補助金　　　 　　　　　　　　 　　　 ３７５万０千円　追加
・畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業補助金　　   １７７万７千円　追加
・海業推進事業検討業務委託料　　　　　　　  　 　　         ４２９万０千円　追加
・ホタテ養殖漁業被害対策事業補助金　　　　　　　  　 ２５００万０千円　追加
・三渓松下沢 ( 幸金橋 ) 橋りょう修繕工事　　　 　 　　   １３５８万５千円　追加

６
月
1 6
日

発行日　令和 8 年 7 月 28 日



一般
質問

ヒグマ対策に正確な出没捕獲情報を
生ごみ処理機購入助成を

　
今
年
４
月
に
は
３
３
０
キ
ロ
の
熊

が
捕
獲
さ
れ
、
全
国
放
送
に
よ
り
苫

前
町
の
知
名
度
も
上
が
っ
た
が
、
一

方
で
は
苫
前
は
巨
大
熊
の
居
る
怖
い

町
と
し
て
印
象
付
け
ら
れ
た
。
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
為
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

１
、
現
在
の
ヒ
グ
マ
出
没
及
び
捕
獲

情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
は
無
い
。「
ひ
ぐ
ま
っ
ぷ
」や「
ほ

く
と
く
ん
メ
ー
ル
」
等
で
、
町
民
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
自
転
車
レ
ン
タ
ル
を
実
施
し
て
い

る
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
や
、
人

の
集
ま
る
場
所
に
は
、
地
図
に
よ
る

情
報
発
信
が
有
効
と
考
え
る
が
、
情

報
発
信
の
状
況
は
。

２
、
熊
は
嗅
覚
が
非
常
に
優
れ
、
生

ご
み
の
に
お
い
を
嗅
ぎ
つ
け
る
。
昨

年
、
長
島
地
区
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
生
ご
み
を
あ

さ
る
熊
が
出
没
し
た
。
生
ご
み
処

　
　
　
　

伊
藤　
議
員

質　
問

Q
A

福
士　
町
長

答　
弁

町ホームページを活用し出没情報発信を急ぎ進める
ごみ出しルールの周知徹底と購入助成の精査継続
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理
機
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ご

み
の
臭
い
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
し
て
補

助
金
を
支
給
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
再
度
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
補

助
金
の
検
討
を
。

１
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
課
が
窓
口
と
な
り
、
目
撃

情
報
を
も
と
に
、
猟
友
会
、
警
察
等

の
関
係
機
関
と
連
絡
を
と
っ
た
う
え

で
、
現
場
の
確
認
を
行
い
、
発
生
場

所
、
目
的
、
常
習
性
、
動
向
な
ど
か

ら
そ
の
危
険
性
を
総
合
的
に
判
断

し
、
出
没
場
所
の
町
内
会
や
付
近
住

民
へ
の
声
か
け
、
看
板
設
置
に
よ
る

注
意
喚
起
の
実
施
、
ま
た
、
駆
除
す

べ
き
有
害
個
体
で
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
、「
箱
わ
な
」
な
ど
を
設
置
し
、

捕
獲
を
実
施
し
て
い
る
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
出
没

情
報
は
検
討
中
で
あ
る
。
緊
急
性
の

高
い
情
報
に
つ
い
て
は
S

　

N
　

S
を
活

用
し
た
発
信
を
実
施
し
て
い
た
が
、

住
民
が
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
方
法

で
の
情
報
発
信
と
は
な
っ
て
い
な

い
。「
ひ
ぐ
ま
っ
ぷ
」
は
、
今
後
の

運
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
羽
幌

警
察
署
と
の
情
報
共
有
を
一
層
密
に

す
る
た
め
の
協
議
は
終
え
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
出
没

情
報
な
ど
の
情
報
発
信
を
急
ぎ
進
め

る
よ
う
指
示
し
た
。

　
捕
獲
情
報
は
、
北
海
道
へ
の
報
告

は
行
っ
て
い
る
が
、
町
外
に
向
け
て

広
く
発
信
を
し
た
場
合
の
危
険
性
や

動
物
愛
護
の
観
点
な
ど
か
ら
、
慎
重

に
検
討
。
捕
獲
情
報
は
町
民
の
安
心

材
料
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
今
後
は

町
の
公
式
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
発
信
相
手
を
限
定
し
た
方
法
に

よ
る
捕
獲
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
る
。

２
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど

が
、
ご
み
の
減
量
化
を
第
一
の
目
的

に
挙
げ
て
い
る
。
生
ご
み
処
理
機
は
、

電
気
代
や
一
定
額
の
維
持
費
と
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
。
ま
た

最
近
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
助

成
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
自
治
体
も

現
れ
て
い
る
。
設
置
の
６
割
以
上
が

未
使
用
等
、
ヒ
グ
マ
対
策
と
し
て
継

続
し
て
有
効
活
用
で
き
る
か
ど
う
か

難
し
い
面
が
あ
り
、
本
町
と
し
て

は
、
生
ご
み
を
含
む
家
庭
ご
み
は

必
ず
収
集
日
の
朝
に
出
す
な
ど
と

い
っ
た
基
本
ル
ー
ル
を
町
民
に
周

知
徹
底
を
優
先
す
る
。

 　

し
か
し
、
昨
年
度
の
内
部
検
討

時
か
ら
約
半
年
の
間
に
、
新
た
な

処
理
方
式
を
採
用
し
た
処
理
機
が

登
場
す
る
な
ど
、
機
種
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
国
や
北
海
道
及
び
各

自
治
体
の
動
き
や
民
間
企
業
の
取

り
組
み
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
鋭

意
情
報
収
集
を
図
り
、
生
ご
み
処

理
機
購
入
助
成
実
施
を
検
討
す
る

か
ど
う
か
、
費
用
対
効
果
も
含
め
、

今
後
も
精
査
を
続
け
て
い
く
。

ヒグマを引き寄せないための対策

１、生ごみは絶対に放置しない！
２、コンポストの適切な管理に努め
　よう！
３、家のまわりに餌になるものを放
　置しない！
４、お墓参りの後は、お供え物を必
　ず持ち帰ろう！
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委員会レポート
 

臨
海
地
域
特
別
委
員
会

６
月
5
日

○
令
和
７
年
度
新
日
本
海
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
事
業
報
告

 
総
務
産
業
常
任
委
員
会

６
月
5
日

○
古
丹
別
地
区
多
世
代
交
流
・
多

機
能
型
拠
点
施
設
整
備
事
業

○
令
和
７
年
度
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
に
関
す
る
報
告

寄
付
額　
　
　
４
６
８
０
万
２
千
円

寄
附
件
数　
　
　
　
　
１
５
５
５
件

総
経
費
額　
　
　
　
２
３
３
８
万
円

活
用
可
能
額　
２
３
４
２
万
２
千
円

○
介
護
施
設
等
経
営
改
善
・
従
事
者

処
遇
改
善
等
緊
急
支
援
事
業

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
介
護
施
設

等
の
利
用
者
の
安
全
、
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
介
護
保

険
事
業
費
補
助
金
に
よ
り
、
壁
掛
け

エ
ア
コ
ン
等
の
設
置
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
。

・
補
助
対
象
事
業
者

　
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

セ
ル
フ
３
号
館　
１
号
棟
・
２
号
棟

○
畑
作
物
産
地
生
産
体
制
確
立
・
強

化
緊
急
対
策
事
業

　
労
働
力
不
足
や
環
境
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
て
ん
菜
の
褐
斑
病
抵
抗

性
品
種
の
導
入
や
直
播
向
上
に
よ
り

生
産
性
を
高
め
、
農
家
経
営
の
安
定

と
産
地
体
制
構
築
を
図
る
。

事
業
費　
　
　
　
１
７
７
万
７
千
円

○
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
水
産
物
被
害

及
び
地
域
住
民
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
、
各
種
鳥
獣
被
害
対
策
を
実
施

・
ア
ラ
イ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策

①
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
奨
励
金

　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
を
対
象
期
間

と
す
る
。

②
電
気
柵
購
入

・
ヒ
グ
マ
対
策

　
ヒ
グ
マ
パ
ネ
ル
展
、
ヒ
グ
マ
対
策

講
習
会
、
ヒ
グ
マ
出
没
対
応
訓
練
の

実
施
、
ヒ
グ
マ
注
意
看
板
購
入

・
ヒ
グ
マ
対
策
事
業
補
助
金

　
ヒ
グ
マ
が
市
街
地
等
に
出
没
し
た

際
、
安
全
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
る
た
め
、
緊
急
時
に
使
用
す
る
消

耗
品
等(

ゼ
ッ
ケ
ン
ベ
ス
ト
・
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
・
ク
マ
ス
プ
レ
ー)

な
ど

を
購
入
・
整
備
す
る
。

○
新
規
就
農
者
確
保
緊
急
円
滑
化
対

策
　
次
世
代
を
担
う
農
業
者
を
志
向
す

る
者
の
経
営
発
展
に
必
要
な
機
械
施

設
の
導
入
を
支
援
し
、
地
域
の
担
い

手
の
育
成
・
確
保
を
図
る
。

総
事
業
費　
　
　
　
　
８
４
０
万
円

○
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
被
害
対
策
事
業

　
海
洋
環
境
の
変
化
で
真
フ
グ
や
ザ

ラ
ボ
ヤ
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
ホ
タ

テ
養
殖
業
を
守
る
た
め
、
資
材
の
購

入
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

○
海
業
推
進
事
業

　
漁
港
や
漁
村
の
地
域
資
源
を
活
用

し
、
地
域
の
賑
わ
い
や
漁
業
者
の
所

得
向
上
を
目
指
す
も
の
で
、
漁
港
の

整
備
に
伴
う
ウ
ニ
等
の
蓄
養
実
証
や

活
用
方
法
の
検
討
を
は
じ
め
、
体
験

メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
地
元
水
産
物
の
販

売
拡
大
、
先
進
事
例
調
査
な
ど
を
通

じ
て
地
域
水
産
業
の
価
値
を
高
め
、

今
後
の
海
業
の
推
進
と
事
業
化
を
図

る
。

○
な
な
か
ま
ど
の
館
事
業
報
告

○
三
渓
松
下
沢
線(

幸
金
橋)

橋
り
ょ

う
修
繕
工
事

　
長
寿
命
化
点
検
で
修
繕
が
必
要
と

診
断
を
受
け
た
た
め
。

町民のいこいの場町民のいこいの場

三渓松下沢線　幸　金　橋三渓松下沢線　幸　金　橋
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（
主
な
議
案
）

〇
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認

・
町
税
条
例
の
一
部
改
正

〇
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

〇
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認

・令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
２
号
）

歳
入
歳
出　
　
１
４
４
万
３
千
円
追
加

〇
物
品
売
買
契
約
の
締
結

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

電
気
柵　
　
　
　
　
３
１
，
０
１
０
ｍ

契
約
金
額　
　
　
１
８
３
０
万
２
千
円

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

秋　
山　
貴　
人
（
古
丹
別
）

　
任
期　
令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
令

和
９
年
９
月
30
日
ま
で

〇
物
品
売
買
契
約
の
締
結

・
町
立
歯
科
診
療
所　
診
療
台
ユ
ニ
ッ

ト
（
苫
前
・
古
丹
別
各
１
台
）

契
約
金
額　
　
　
１
３
６
５
万
６
千
円

〇
動
産
の
取
得

・
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
１
台

契
約
金
額　
　
　
３
９
４
７
万
９
千
円

日
時　
令
和
８
年
７
月
２
日

場
所　
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

　
　
タ
ー

講
師　
関
東
学
院
大
学
法
学
部

　
　
　
　
　
　
　
地
域
創
生
学
科

　
　
　
　
　
　
教
授　
牧
瀬　
稔
氏

演
題　
「
地
方
議
員
へ
の
12
の
政
策

　
　
ア
イ
デ
ア
か
ら
人
口
維
持
を
目　

　
　
指
す
実
践
事
例
」

講
師　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
須
田　
慎
一
郎
氏

演
題　
「
ど
う
な
る
政
治
・
経
済
～

　
　
日
本
再
生
の
た
め
に
何
が
必
要

　
　
か
～
」

検
討
協
議
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・
編
集
作
業

６
月
17
日

６
月
26
日

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

［
提
出
先
］　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務

大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
農
林
水

産
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
国
土

交
通
大
臣
・
環
境
大
臣
・
復
興
大

臣
　
令
和
８
年
度
北
海
道
最
低
賃
金

改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

［
提
出
先
］

北
海
道
労
働
局
長
・
北
海
道
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
長

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関

す
る
意
見
書

［
提
出
先
］

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
国
土
交

通
大
臣
・
デ
ジ
タ
ル
大
臣
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政
策 

少
子
化
対
策 

若
者
活
躍　
男
女
共

同
参
画
、
共
生
・
共
助
）

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元
な

ど
教
育
予
算
拡
充
と
ゆ
た
か
な
学

び
を
求
め
る
意
見
書

［
提
出
先
］

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務

大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣（
地
方
創
生
担
当
）

　
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ

く
り
に
関
す
る
指
針
」（
改
訂
版
）

を
見
直
し
す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ

た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
高
校
教

育
を
求
め
る
意
見
書

［
提
出
先
］

北
海
道
知
事
・
北
海
道
教
育
委
員

会
教
育
長

　

今
年
は
60
年
に
一
度
の
丙
午
の

年
に
な
り
ま
す
。
丙
午
は
馬
の
中

で
も
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
誇
り
神

様
が
乗
る
神
馬
と
呼
ば
れ
る
こ
と

か
ら
、
60
年
に
一
度
の
幸
運
の
年

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
東
情

勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
原
油
価
格
や

物
流
コ
ス
ト
が
高
騰
し
、
農
業
関

係
で
は
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
・
生

産
資
材
が
30
％
～
50
％
高
騰
し
、

今
後
の
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
秋
か
ら
続
い
た
米
価
の
高
騰
も

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
高
値
に
よ
る
需
要
減
で
在

庫
が
だ
ぶ
つ
き
、
今
年
度
も
前

年
同
様
の
生
産
量
と
す
る
と
過

剰
は
40
万
～
50
万
ト
ン
に
及
び
、

来
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
量
は

３
０
０
万
ト
ン
近
い
在
庫
量
と
な

る
為
、
今
年
は
大
幅
下
落
傾
向
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
行
き
不
透
明
な
時
代
で
す
が
、

皆
さ
ん
と
共
に
健
康
で
暮
ら
し
て

い
け
る
町
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　
　
　
文
責　
　
早
川　
日
出
利

編
集
後
記

 
議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

 
令
和
８
年
第
３
回
臨
時
会

5
月
15
日

北
海
道
町
村
議
会

　
　
　
　
議
員
研
修
会

北海道立苫前商業高等学校北海道立苫前商業高等学校

意
見
書
提
出


